
 

令和 4年度大田区立池上第二小学校研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年分科会 中学年分科会 高学年分科会 

試行錯誤しながら、粘り強く工夫

する児童 

 自分の考えを話したり、友達の考

えを聞いたりできる児童 

生活経験などを基に問題作りをし

たり、予想や仮説を立てたりする児

童 

観察・実験の結果を整理し、分か

ったことを自分の言葉でまとめよう

とする児童 

学習経験や生活経験を基に予想

や仮説を立てたり、実験方法を考

えたりしようとする児童 

観察・実験の結果を整理し、分か

ったことを自分の言葉でまとめるこ

とができる児童 

 

 

見通しをもって、観察・実験・活動を行い、問題を解決しようする児童 

 

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、

問題を見いだし、見通しをもって観察・実験などを

行い、より妥当な考えを導き出す過程を通して、

自然の事物・現象についての問題を科学的に解

決するために必要な資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

（１）自然の事物・事象についての理解を図り、観

察、実験などに関する基本的な技能を身に

付けるようにする。 

（２）観察、実験などを行い、問題解決の力を養

う。 

（３）自然を愛する心情や主体的に問題解決しよ

うとする態度を養う。 

小学校理科の目標 

・よく考える子 

・思いやりのある子 

・元気な子 

学校の教育目標 

  根拠をもとに考える力を育む指導の工夫  

          ～理科・生活科等を通して～ 

   ・試行錯誤して取り組む経験を積むことで、考えて解決したいと思う児童が増えるであろ

う。 

・問題作りや伝え合う活動を工夫することで、児童は根拠をもって予想したり、話し合った

りすることができるであろう。 

 

 

 

 
□自分の考えを書いたり説明したりする活動の充実      □伝え合う活動の充実    

□児童の実態把握      □問題づくりの工夫（理科）          □体験活動の工夫（生活科） 

□ICT機器の活用      □問題解決の基本プロセスの共有    □学習環境の整備 

具体的な活動や経験を通して、身近な生活に

関わる見方・考え方を生かし、自立し生活を豊か

にしていくための資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

（１）活動や体験の過程において、自分自身、身

近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、それ

らの関わり等に気付くとともに、生活上必要

な習慣や技能を身に付けるようにする。 

（２）身近な人々、社会及び自然を自分との関わ

りで捉え、自分自身や自分の身近な生活に

ついて考え、表現することができるようにす

る。 

（３）身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、

意欲や自信をもって学んだり生活を豊かに

したりしようとする態度を養う。 

小学校生活科の目標 


